
1。

2。

1 つだけマークしてください。

16~25 歳

26~35 歳

36~45 歳

46~55 歳

56~65 歳

66~75 歳

3。

職能としての科学コミュニケーション
GRIPS政策研究センターのリサーチプロジェクト「科学コミュニケーターのスキル・スタン
ダードとナレッジプラットフォームの構築」（研究代表者：隅藏康一教授，研究の概要はこ

ちらのリンク https://bit.ly/3dccEpi ）のためのアンケートです。科学コミュニケーションを
職能として捉え、社会の中で活かそうとしている方を対象としています。（学習だけしてい

る人は対象としておりません）

所要時間は15~20分程度です。内容に関するご質問があれば，最終セクションに記入頂く
か，樋江井・松田・谷・澤田までお寄せください。

*必須

【お名前】

【年齢】

【ご所属】

https://www.google.com/url?q=https://bit.ly/3dccEpi&sa=D&source=editors&ust=1631957216958000&usg=AFQjCNF0-K2u8Eo6RooCS7Dc7yZ2Q-kZ9A


4。

1 つだけマークしてください。

その他:

会社員

公務員

団体職員

自営業

会社役員

自由業

専業主婦（夫）

学生

無職

5。

1 つだけマークしてください。

高卒

学士卒

修士卒

博士卒（Ph.D., MD)

6。

職業

【教育歴】：最終学歴を教えてください

あなたが科学コミュニケーションを通じ、あるいは科学コミュニケーションに関

する経験や能力を活かし、社会とどのように関わっているか、職務または活動内

容を記述してください。

　複数回答可（例：雑誌編集社での仕事、科学館でのボランティア活動、サイエンスカフェの実施など）



7。

その他:

当てはまるものをすべて選択してください。

本業の業務の大部分として

本業の一部や、関連業務として

副業として

趣味や個人活動の範囲で

8。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

上記の活動は、あなたの仕事・活動においてどのような位置づけですか？

【興味】

以下のキーワードに関する、ご自身の興味の程度について回答してください。

0. 考えた
ことがな

い

1. 興味
がない

2. あま
り興味

がない

3. 興味
がある

4. とて
も興味

がある

5. 活動の原
動力になっ

ている

特定の専門領域

学問全般や教養

ビジネス、事業開

発

イノベーション、

技術の社会実装

コミュニケーショ

ン、対話、相互理

解

教育や人の成長、

行動変容

楽しさ、笑い、エ

ンターテイメント

政策への提言と反

映、合意形成

地球規模課題、世

界平和

特定の専門領域

学問全般や教養

ビジネス、事業開

発

イノベーション、

技術の社会実装

コミュニケーショ

ン、対話、相互理

解

教育や人の成長、

行動変容

楽しさ、笑い、エ

ンターテイメント

政策への提言と反

映、合意形成

地球規模課題、世

界平和



9。

その他:

当てはまるものをすべて選択してください。

1.科学や理科への興味を高める機会を提供したり、理解しやすく伝えたりする

2.専門的な知識情報、個人のキャラクター等により、固有性や独自性のある楽しさや学
びを提供する

3.先進的な教育の開発や実施等を通じ、教育を更新する（科学分野に限らない）

4.社会的な関心が寄せられるテーマを、科学的な視点を踏まえ、あるいは有識者とし
て、情報提供、解説する

5.要求に応じて文章や画像、動画、Webサイト、アプリ等を制作し、発注者の発信等を
援助する

6.相手の話を深く理解し、願いや欲求を満たすことで満足感を与える

7.対話によって相手を理解し、深堀りやアドバイスによって気付きや変容を促す

8.司会や通訳、ファシリテーターとしてイベントや議論の価値を高める

9.研究者を兼ね、自らの研究の意義や面白さを発信する

10.研究機関や企業の構想、成果等を広報する

11.ビジネスや事業の成功のために、知識情報や企画力、論理思考力などを活用する

12.社会イノベーションや社会課題解決に向けたビジョンを掲げ、実現を目指して活動
する

13.文章、画像、番組、空間、展示、施設等を企画制作し、楽しさや感動、共感などを
生み出す

14.視点や考え方、未来像などの提示や問題提起により、社会の議論や価値観を更新す
る

15.市民や研究者、投資家、政治家などのステークホルダーをつなぎ、合意形成や政策
提言につなげる

16.社会において前例の少ないものも含めたさまざまな仕事の受け皿となり、形にする

17.従来の理科教育から先進的な学びまで多種多様に併せ持ち、その状況で必要なコン
テンツを提供、実践する

18.科学技術に関する知識情報と、ビジネス領域の能力を兼ね備え、科学技術の社会実
装等を進める

19.科学館や博物館等の施設の運営、管理に携わる

20.科学コミュニケーターの養成や、科学コミュニケーションの普及に貢献する

21.科学コミュニケーションを研究する

「科学コミュニケーション」に関

するスキルの整理と棚卸し

あなたが現段階でもっている「知識」、「スキル」に

ついて自己評価をしてください。

あなたが科学コミュニケーションを通じ、あるいは科学コミュニケーションに関

する経験や能力を活かし、社会に生み出している価値や意義として、当てはまる

と思うもの全てにチェックを入れてください（複数回答可。その他自由記述あ

り） *



10。

11。

12。

1．専門性、得意分野
ご自身が最も得意とする領域（話題、専門分野、テーマ）を具体的に１つ記述してください。※学問や

研究に携わった経験の有無は考慮しなくてOKです。（例：ES細胞について、素粒子物理、モンゴル語、
など）

前問のもの以外にアピールしたい具体的な得意領域（トピック、専門分野、テ

ーマ）があれば記述してください。（例：ES細胞について、素粒子物理、モン
ゴル語、など）※複数回答可

2．総合的な知識情報、教養（博識性）
幅広く総合的な知識情報をもつ分野を記述してください。複数可。（例：生命科学、ロボット工学、情

報科学等）



13。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

3.知識情報についての評価 *
ご自身の持つ知識や情報等について、自己評価してください

0.分からな
い、考えた

ことがない

1.持っ
ていな

い、な

い

2.少し
ある

3.社会
の平均

的レベ

ルであ

る

4.社会
の平均

より高

い

5.突出して
高い、第

一人者と

同等レベ

ル

理数系の教育対

象分野に関する

知識理解

自然科学を中心

とした教養、知

識情報の広さ、

深さ

知識情報の専門

性や独自性

上記の専門分野

の社会的注目度

や潜在的価値

理数系の教育対

象分野に関する

知識理解

自然科学を中心

とした教養、知

識情報の広さ、

深さ

知識情報の専門

性や独自性

上記の専門分野

の社会的注目度

や潜在的価値



14。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

4．研究者としての能力 *

0.分から
ない、考

えたこと

がない

1.苦手
である

2.仕事
で困ら

ない程

度にあ

る

3.業務遂行上
の個性や強み

として活かす

ことができる

4.仕事の
獲得や付

加価値に

つなげら

れる

5.社会
の第一

人者と

同等レ

ベル

研究者として

の能力//　　
学術研究を企

画・実施し、

論文を書く能

力

研究者として

の実績//　　
研究者として

の実績、知名

度

研究者として

の能力//　　
学術研究を企

画・実施し、

論文を書く能

力

研究者として

の実績//　　
研究者として

の実績、知名

度



15。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

５．伝える力について *
コンテンツの作成から実施に関わる「伝える」力について自己評価してください。　コンテンツの例）

授業、講義、記事，番組，ワークショップ，研修など

0.分から
ない、考

えたこと

がない

1.苦手
である

2.仕事
で困ら

ない程

度にあ

る

3.業務遂行上
の個性や強み

として活かす

ことができる

4.仕事の
獲得や付

加価値に

つなげら

れる

5.社会
の第一

人者と

同等レ

ベル

コンテンツ企

画 // コンテ
ンツの狙いや

コンセプトを

考案する力

理解、咀嚼//
伝えるべき情

報の趣旨や内

容を的確に理

解する力

情報の編集・

構成// 必要な
情報を過不足

なく揃え、分

かりやすく構

成・要約する

力

説明、解説 //
伝えるべきこ

とを、分かり

やすく的確

に、印象的に

伝える力

心を動かす

力// 面白さや
感動を構成に

盛り込んだ

り、表現した

りする力

キャラクター

の個性、独自

性//　他者に
はない表現方

法や芸風など

コンテンツ企

画 // コンテ
ンツの狙いや

コンセプトを

考案する力

理解、咀嚼//
伝えるべき情

報の趣旨や内

容を的確に理

解する力

情報の編集・

構成// 必要な
情報を過不足

なく揃え、分

かりやすく構

成・要約する

力

説明、解説 //
伝えるべきこ

とを、分かり

やすく的確

に、印象的に

伝える力

心を動かす

力// 面白さや
感動を構成に

盛り込んだ

り、表現した

りする力

キャラクター

の個性、独自

性//　他者に
はない表現方

法や芸風など



図表、Web等
の制作技術//
文章や画像、

動画、Web、
アプリ、立体

物等を作成、

編集する技術

相手への対応

力//　相手の
思考や知識の

レベル、興味

等を把握し、

対応する力

図表、Web等
の制作技術//
文章や画像、

動画、Web、
アプリ、立体

物等を作成、

編集する技術

相手への対応

力//　相手の
思考や知識の

レベル、興味

等を把握し、

対応する力



16。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

６．インタラクティブなコミュニケーションの力 *

0.分から
ない、考

えたこと

がない

1.苦手
である

2.仕事
で困ら

ない程

度にあ

る

3.業務遂行上
の個性や強み

として活かす

ことができる

4.仕事の
獲得や付

加価値に

つなげら

れる

5.社会
の第一

人者と

同等レ

ベル

信頼関係や安

心感//　　人
との信頼関係

や場の安心感

を醸成する

力、素養

思考や発言を

促す//　　思
考や発言を活

性化させるフ

ァシリテーシ

ョン能力

場を進行する

力// 　議論や
対話の場、イ

ベントなどを

適切に進行す

る力

相手を理解す

る力// 　相手
の主張や価値

観、感情など

を訊ね、言語

内外から読み

取り、思いを

馳せながら理

解していく力

接遇能力// 　
相手の満足度

を高める接

遇、サービス

の技能

信頼関係や安

心感//　　人
との信頼関係

や場の安心感

を醸成する

力、素養

思考や発言を

促す//　　思
考や発言を活

性化させるフ

ァシリテーシ

ョン能力

場を進行する

力// 　議論や
対話の場、イ

ベントなどを

適切に進行す

る力

相手を理解す

る力// 　相手
の主張や価値

観、感情など

を訊ね、言語

内外から読み

取り、思いを

馳せながら理

解していく力

接遇能力// 　
相手の満足度

を高める接

遇、サービス

の技能



17。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

７．課題解決、価値創出の力 *

0.分からな
い、考えた

ことがない

苦手である

1.苦手
である

2.仕事
で困ら

ない程

度にあ

る

3.業務遂行上
の個性や強

みとして活

かすことが

できる

4.仕事の
獲得や付

加価値に

つなげら

れる

5.社会
の第一

人者と

同等レ

ベル

課題、問

題、構造の

理解力//　
取り組むべ

きテーマや

課題を取り

巻く構造、

状況を理解

する力

問いを立て

る力//　思
考や対話・

議論を意味

深いものに

するため

の、 問いや
論点を整理

する力と視

点

課題解決

力// 　事業
企画や課題

解決のため

のアイデア

の発想力

ビジョン、

創造力// 　
実現したい

未来を描い

たり、新た

なモノ・価

値を創出す

るための発

想・創造力

なんとかす

る力、責任

感// 　未知
の要求に対

課題、問

題、構造の

理解力//　
取り組むべ

きテーマや

課題を取り

巻く構造、

状況を理解

する力

問いを立て

る力//　思
考や対話・

議論を意味

深いものに

するため

の、 問いや
論点を整理

する力と視

点

課題解決

力// 　事業
企画や課題

解決のため

のアイデア

の発想力

ビジョン、

創造力// 　
実現したい

未来を描い

たり、新た

なモノ・価

値を創出す

るための発

想・創造力

なんとかす

る力、責任

感// 　未知
の要求に対



し、議論や

思考、事業

などを形に

して着地さ

せ、完遂す

る力

し、議論や

思考、事業

などを形に

して着地さ

せ、完遂す

る力



18。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

８．一般的、汎用的な素養 *

0.分からな
い、考えた

ことがない

苦手である

1.苦手
である

2.仕事
で困ら

ない程

度にあ

る

3.業務遂行上
の個性や強

みとして活

かすことが

できる

4.仕事の
獲得や付

加価値に

つなげら

れる

5.社会
の第一

人者と

同等レ

ベル

思想、哲

学、世界

観//　　自
分の世界観

や美学、人

生哲学の深

さ

科学的、論

理的思考

力//　　科
学的、論理

的、客観的

に思考する

力

情報の収

集・理解

力//　　必
要な知識、

情報、科学

的事実、社

会状況、ニ

ュースなど

にアクセス

し、理解・

把握する力

情報リテラ

シー、価値

判断// 　情
報を適切に

受け止め、

事実や出来

事に解釈や

意味付けを

加える力

自己認識

力//　自分
自身の実践

やその結果

思想、哲

学、世界

観//　　自
分の世界観

や美学、人

生哲学の深

さ

科学的、論

理的思考

力//　　科
学的、論理

的、客観的

に思考する

力

情報の収

集・理解

力//　　必
要な知識、

情報、科学

的事実、社

会状況、ニ

ュースなど

にアクセス

し、理解・

把握する力

情報リテラ

シー、価値

判断// 　情
報を適切に

受け止め、

事実や出来

事に解釈や

意味付けを

加える力

自己認識

力//　自分
自身の実践

やその結果



を、客観的

に捉えて理

解する力

野心、動

機、原動

力//　自分
自身を突き

動かす原動

力

を、客観的

に捉えて理

解する力

野心、動

機、原動

力//　自分
自身を突き

動かす原動

力



19。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

９．一般的、汎用的な社会人能力 *

0.分から
ない、考

えたこと

がない

1.でき
ない

2.人のサポ
ートを受け

ながら実践

できる

3.ひと
りで実

践でき

る

4.実践
して成

果につ

なげら

れる

5.実践し
て突出し

た成果に

つなげら

れる

マネジメント

する力：QCD
管理，チーム

形成，リスク

ヘッジ

意思決定、決

断力

組織や置かれ

た立場での役

割、求められ

ていること等

の認識力、協

調力

人脈を形成す

る力、もしく

は人脈そのも

の

ステークホル

ダーの理解力

（さまざまな

関係者の立場

や事情等を理

解する力）

調整、渉外、

交渉能力

情報発信、メ

ディア運営

（世間への訴

求、発信力）

ICT等の最新テ
クノロジーの

活用力

多言語コミュ

ニケーショ

マネジメント

する力：QCD
管理，チーム

形成，リスク

ヘッジ

意思決定、決

断力

組織や置かれ

た立場での役

割、求められ

ていること等

の認識力、協

調力

人脈を形成す

る力、もしく

は人脈そのも

の

ステークホル

ダーの理解力

（さまざまな

関係者の立場

や事情等を理

解する力）

調整、渉外、

交渉能力

情報発信、メ

ディア運営

（世間への訴

求、発信力）

ICT等の最新テ
クノロジーの

活用力

多言語コミュ

ニケーショ



20。

21。

1 行につき 1 つだけマークしてください。

22。

このアンケートについての意見、改善提案など

ン、異文化理

解

ン、異文化理

解

10.その他の能力
これまでの項目以外に、ご自身が持っている技術、能力、スキル、強み等の項目として考えられるもの

があれば、上げてください。（複数回答可）

11．仕事の立ち位置ごとの経験値、実践力 *

0.分からな
い、考え

たことが

ない

1.全く
できな

い

2.人のサポ
ートを受け

ながら実践

できる

3.ひと
りで実

践でき

る

4.付加
価値を

出すこ

とがで

きる

5.第一
人者と

して仕

事がで

きる

対個人や教育

分野での仕事

の実践力

組織内、企業

人、受注者と

しての仕事の

実戦力

ビジネス、対

組織、対企業

での仕事の実

践力

対個人や教育

分野での仕事

の実践力

組織内、企業

人、受注者と

しての仕事の

実戦力

ビジネス、対

組織、対企業

での仕事の実

践力

「今後仕事をしたい」あるいは「興味がある」業界、職種があれば教えてくだ

さい。

業界の例）大学・アカデミア，科学館・博物館等，事業会社，コンサルティング企業，スタートアッ

プ，シンクタンク，行政　など。職種の例）URA，大学広報，学芸員，新規事業開発，PRプランナー，
コンサルタント，マーケター，経営者・CxO　など
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1 行につき 1 つだけマークしてください。

12.（参考質問）重要性
科学コミュニケーターが社会で活躍する上で、それぞれの項目が重要だと思う程度を教えてください。

0.分か
らな

い、考

えたこ

とがな

い

1.不
要、無

関係

2.なくて
も良い

が、あれ

ば付加価

値になり

得る

3.一定程
度で良い

ので有す

ることが

望ましい

4.一定程度有す
ることが望まし

く、高レベルな

ら付加価値にな

りやすい

5.高レベ
ルで持

ってい

ること

が望ま

しい

科学技術

分野に関

する幅広

い知識理

解

専門的な

知識理解

研究者と

しての能

力

伝える力

インタラ

クティブ

なコミュ

ニケーシ

ョン力

課題解決

や価値創

出の力

一般的、

汎用的な

素養

一般的、

汎用的な

社会人能

力

対個人や

教育での

仕事実践

力

ビジネス

科学技術

分野に関

する幅広

い知識理

解

専門的な

知識理解

研究者と

しての能

力

伝える力

インタラ

クティブ

なコミュ

ニケーシ

ョン力

課題解決

や価値創

出の力

一般的、

汎用的な

素養

一般的、

汎用的な

社会人能

力

対個人や

教育での

仕事実践

力

ビジネス
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1 つだけマークしてください。

1年未満

1~3年

3~10年

10~15年

15年以上

25。

その他:

当てはまるものをすべて選択してください。

北海道大学高等教育推進機構科学技術コミュニケーション教育研究部門（CoSTEP）

東京大学 科学技術インタープリター養成プログラム

早稲田大学 科学技術ジャーナリスト養成プログラム

日本科学未来館

国立科学博物館サイエンスコミュニケータ養成実践講座

や対企業

での仕事

実践力

組織人や

受注者と

しての仕

事実践力

その他の

技術、ス

キル、能

力等

や対企業

での仕事

実践力

組織人や

受注者と

しての仕

事実践力

その他の

技術、ス

キル、能

力等

【科学コミュニケーションに携わった歴】

（2020年11月時点でお答えください）

下記の科学コミュニケーションに関する養成機関や講座のうち、所属している

（修了した）ものがあれば教えて下さい



26。

27。

28。

（参考質問）あなたはどんな目的（何のために）で、科学コミュニケーション

と関わって（実践して、学んで、取り組んで）いますか？

科学コミュニケーションに関する知識やスキルを培った経験を記述してくださ

い。

　複数回答可（例：研究活動、雑誌編集社での仕事、科学館でのボランティア活動、など）

（参考質問）科学コミュニケーションの情報源について

あなたが科学コミュニケーションについて、参考にしている情報源やネットワークなどがあれば教えて

ください。
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1 つだけマークしてください。

その他:

5分未満

5~15分ほど

15~30分ほど

30分以上

30。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。

前セクションまでのアンケート回答に掛かった所要時間を教えてください。

このアンケートは、「職能としての科学コミュニケーションスキル」の社会的

価値を整理する目的で実施する予定です。アンケートへのご意見、改善提案等

ありましたら、ご自由にご記入ください。

 フォーム

https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms

